
1） ※普通紙で可 □

2） 計画設計図 ※普通紙で可 □

3） □

4） □

5） □

6） □

7） □

8） □

9） □

※このシートは提出前の確認用シートです。提出の必要はありません。

排水設備計画確認申請書 A４様式　２部

A４様式　１部

申請書提出時の必要書類  (下水道排水設備オーダー）

床下集中排水システム使用の場合は、「床下集中排水システム使用届出書」（承認書含む）を
添付する。

※提出前には確認を！

A３様式　２部

チェックシート

既設管を再利用した配管や床下配管する等、｢大津市排水設備指針」に見合わない設計となる
場合は、「維持管理に関する確認書」を添付する。

自家用汚水ポンプ施設に該当する場合は、別途協議のうえ「自家用汚水ポンプ施設設置等補助
金交付申請書」を提出する。（納税証明書等の添付が必要）

阻集器使用時は、構造図を添付する。また、グリーストラップ使用時は算定書も併せて添付する。

新たに公共汚水ますが必要な場合は、別途協議のうえ「公共汚水ます設置申請書」を提出する。

その他、申請内容が特殊となる場合は事前確認（相談）を済ませる。



（下水道排水設備オーダー）
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2）
チェック欄
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台所の出口には防臭ますを、同時に風呂等の雑排水が流入する場合は分離ま
す（クリーンます）を設置しているか

床下で3箇所までの合流経路の最上流が風呂の場合は確認条件に記入してい
るか　※上記でない場合は、維持管理に関する確認書の提出が必要

排水管の記載事項に管径、管種、勾配、管路延長が明記されているか
（記載内容は、大津市排水設備指針の単位及び数値基準を遵守しているか）

大津市排水設備指針の記号を使用しているか

ますの内径は、ますの深さに応じて選択しているか

設計図

設計図

設計図

設計図

設計図

設計図

設計図

責任技術者の情報を記入

設計図 方位の記入　※北を上にして図面を作成

設計図

設計図

設計図

設計図

設計図

設計図

設計図、竣工図のいずれかに〇をする

工事種別の記入

床下集中排水システムを使用する場合は、市の承認を受けているものか

該当するものが無い場合 ： 　に ／ を記入チェック欄記入例

水洗化工事にチェック　※浄化槽廃止及びくみ取り便所廃止に関しては必ず確認

排水設備計画確認申請書　Ａ４

設計図等　Ａ３

図面番号の記入

ご使用番号の記入

指定工事店の情報を記入

使用水区分にチェック　※水道水以外を使用する場合は別途協議が必要

公共汚水ます設置状況にチェック　※設置予定の場合は公費、下水道法１６条にチェック

工事場所の記入

申請者氏名の記入

水栓番号の記入

水道メーター口径及び個数の記入

汚水ますの記載事項にます番号、内径、深さが明記されているか
（記載内容は、大津市排水設備指針の単位及び数値基準を遵守しているか）

設計図

阻集器を設置する場合は、構造図の添付がされているか
　※グリーストラップ設置時には、併せて算定書の提出が必要

大津市排水設備指針に見合わない設計となる場合は、「維持管理に関する確
認書」を添付しているか　※申請内容が特殊な場合は事前確認しているか

便所から流入するますには、落差を設けているか（段差付ますの設置）

勾配は原則　2/100 とし、やむ得ない場合は 1/100 が確保できているか

ます深は、地盤高・距離・勾配・落差等を考慮されて計算されているか

建物の各階層を明示するとともに上階からの配管（位置・方向）が明記されているか

宅内地盤高の変化はます毎で明記されているか

指定工事店の情報を記入

申請書

申請書

申請書 別途条件を記入　※その他申請内容に必要な情報等を記入

設計図

設計図

設計図

申請書

申請書 水道メーター番号の記入

申請書 責任技術者の情報を記入

設計図

その他

設計図

水道工事情報にチェック　※共同住宅等の共用栓による排水設備接続に留意

　に ○ を記入チェック済 ：

工事種別の記入

排水設備計画確認申請書の日付の記入（作成日又は提出日）

建物名称（共同住宅、テナントビル等）の記入

使用者の住所（住所コード）、氏名の記入（工事費用を負担する者、共同の場合は代表者）　※連絡先は任意

用途区分にチェック及び必要な項目の記入

特記事項にチェック

工事予定期間の記入　※着手日は提出日より概ね14日以降として工期を設定

補助金申請の有無及び該当する事業内容にチェック

家屋所有区分にチェック

水栓番号、図面番号、検査予定日の記入

工事場所（住所コード）の記入

申請者の住所（住所コード）、氏名の記入（工事費用を負担する者、共同の場合は代表者）　※連絡先は任意

工事店名

受付№

工事場所

申込者

申請書

申請書

申請書

申請書

申請書

申請書

申請書

申請書

申請書

申請書

申請書

申請書

申請書

申請書

申請書



年 月 日

（宛先） 年 月 日

　　大津市下水道条例第５条の規定により、次のとおり排水設備計画の確認を申請します。

　なお、他人の所有地もしくは家屋または他人の排水設備を使用することについて、事故または紛争が生じた場合および自己所有地の排水設備に

　ついて故障等が生じた場合は、全て私の責任において処理し、市に対し迷惑をかけず、損害を与えないことを誓約します。

号

番 号

（ ） －

番 号

（ ） －

ｍｍ 個

第 号 第 号

確認条件等

排 水 設 備 計 画 確 認 申 請 書

受　付 工　事　種　別 課  長 課長補佐 Ｇ　Ｌ 精　査 担　当

　供用栓からの排水設備接続　　□あり　□なし

　水道工事申込　　　　　　　　□あり　□なし

図面番号

受付印
検査予定日

（フリガナ）

丁目
町

用　途　区　分

　 □ 戸建住宅
　 □ 共同住宅（　　　　戸）
　 □ 業務用（　　　　　　）
　 □ 官公庁・学校等
　 □ 仮設等・その他

番
番地

建物名称等

申
 
請
 
者

住　所

住所コード 都道
府県

お
客
様
の
個
人
情
報
は
、

排
水
設
備
工
事
・
検
査
等
と
関
連
す
る
大
津
市
企
業
局
の
運
営
に
必
要
な
限
度
で
使
用
し
、

適
正
に
管
理
し
ま
す
。

年
度

（ 新設 ・ 増設 ・ 改築 ）

いずれかに〇をする。番
号

申請日

大津市公営企業管理者

工 事 場 所

住所コード
大津市

水栓番号

区村
町

申 請 特 記 事 項

　 □ 雨水混入なし
　 □ 維持管理に関する
 　 　確認書あり
　 □ 別添図等あり
　 □ 床下集中排水システム
　　　あり

丁目
番地

氏　名

区市
群

ＴＥＬ 工事予定期間

使
　
用
 
者

住　所

住所コード 都道
府県

区市
群

区村
町

着工　 　　年　　月　　日
完工　 　　年　　月　　日

丁目
番地

家屋所有区分 　　□ 持家 　　□ 借家
公共汚水ます
設 置 状 況

□ 設置済 □ 設置予定 (□ 公費　□ 下１６条）

補助金申請及び事業内容

氏　名

（フリガナ） □ あり　 □ なし

 □ 自家用汚水ポンプ施設設置
 □ 水洗便所改造
 □ 生活保護世帯水洗便所改造ＴＥＬ

水洗化工事

　　□ 新（増）設

使用水区分

　　□ 水道水のみ

　　□ 浄化槽廃止 　　□ 水道水およびその他併用

　　□ くみ取り便所廃止 　　□ 水道水以外

）

指
定
工
事
店

指定番号 責
任
技
術
者

登録番号

 所在地
 称号（名称）
 代表者
 電話番号

氏　名

水道メーター番号 （

水道工事情報

水道メーター口径

確
 
認
 
印

竣 工 検 査 合 格 日 検査員

㊞

使 用 料 確 認 日
㊞

　　　　　年　　　月　　　日 　　　　　年　　　月　　　日

※太枠線内のみ記入し、□には該当する箇所に✓をつけてください。
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第　　　　　　　　　　　号 排水設備責任技術者
検査(審査)

　　

　氏　名
申請者氏名 工事種別 ご　　使　　用　　番　　号

工事場所  大津市 竣工検査日 　　 　年　　　　月　　　　日

指定排水
設備工事
事業者名

指 定 番 号

登録番号 第　　　　　　　　　　　号

設　　計　　図　　　・　　　竣　　工　　図
(全　　　　　　枚の内　　　　　　　枚目）

水栓番号 図面番号

①
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